
バッキュリデースの詩第 17番の解釈における諸問題

阿 部 達 哉

バッキュリデースの作品の中で第 17番の詩は､それを伝えるパピルスに多数

の箇所の欠損があるとはいえいずれも短く､本文の状態は比較的良好であり､

今日においてこの詩人の代表作とも言うことができる｡この詩は途中にある格

言と結末の部分を除外すると､ほぼ全体がデーセウスの神話から成り立ってい

る｡クレタ島のミ-ノース王は妻パーシバエーと牡牛との間に生まれた怪物ミ

-ノータウロスを迷宮の中に住ませていて､これに対して定期的にアテネの少

年少女が食物として捧げられることになっていたが､テ-セウスが迷宮の中に

はいって ミ-ノータウロスを退治し､犠牲となるはずの人たちを救った｡バッ

キェリデ-スのこの詩はミ-ノータウロスをめぐる神話の中からテ-セウスと

ミ-ノースが乗り込んだ船でアテネからクレタ鳥に生繁の少年少女を運んで行

く途中に起 こった出来事を歌っている｡この詩に関しては昔から近年に至るま

で一体ディーテユランボスであるのか､それともパイア-ンであるのか､さら

にはヒュムノスあるいはヒュポルケ-マであるのかという合唱掃情詩の中での

分類についての論争が一面では盛んになされているが､ここではそのような種

別についての問題に立ち入らず､この詩の内容をおおむね順を追ってたどって

みる｡

この作品 には第 16番や第 19番の詩などにあるム-サへの言及のような序に

相当する部分もなく､なおかつ神話の内容についても何の前置きもなく突然始

まり､そこに至った事情はその後の本文中にも語られていないが､テ-セウス

とミーノースと生繁の 7人ずつのアテネの少年少女を乗せた船がタレタ島に向

かって海を走っている｡船上でミ-ノースの心をキュプリスの聖なる贈物1であ

る少女の魅力が動かし､その白い頬に触れる｡物語の初めにおいてキュプリス

110行めは F･Blassに従ってKJnpzSo葎 jyvふ8品poと読むoplnd-Pytb･1,21-22ふ〔入&79UnU由
ふyvd707α-1遺叫 UXdv'TQYCRtとあり､E.Cingano,in:a.Gentili-P.AngellBernardlnト E.ClnganO-

P･Giannini,Pindaro.Pjtiche,Milano1995,337は ayvdくが崇拝と開通するものを示すと言って

いるOまた 01.7,60ふyvdvOEdvに関して W.I.VerdenluS,CommentariesonPl'ndaT,1,Leiden1987,

75はそれに射して畏敬のふさわしいものと言っている｡なお Anacr.56,3Gentill-eleg.2,3
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についての言及があり､このことはあとでテ-セウスがアプロディーテ-から

の贈物を受け取ることの伏線となっている｡この出来事に際してこの少女エリ

ポイアはテ-セウスに向かって助けを求めて叫ぶ｡これを受けてテ-セウスは

ミ-}-スに対してまずゼウスの息子と呼び掛け､やがてポイニクスの娘 (エ

ウローペ-)とゼウスが交わって生まれたものと述べ､一方自分に関してはピ

ッテウスの娘 (アイトラ-)とポセイドーンq)間に生まれたと言うが､ここで

は両者の家系が語られている｡なお自己の誕生の際にはネ-レウスの娘が黄金

のベールの類いを贈ったと語る｡そして船上の少年少女のうち誰かが嫌がらせ

を受けるのであれば､自分は死ぬことさえ考えていると述べて､ミ-ノースに

自制を求め､さらに自ら厳のカを示そうと言う｡ミ-ノースがエリポイアの額

に触れたという行為は些細なことであるが､それに対する第三者のテ-セウス

の発言はおおげさである2｡

テ-セウスの大胆な意見の表明に船乗りの人たちは驚く｡テ-セウスはミ-

}-スに対して怒った3が､ここでは地の文でミ-}-スがへ-リオスの婿であ

ることが言及されていて､その娘パーシバエーと結婚している｡ミーノースは

新たな計略を考え出して反論するが､まず zgG雨TgP(53)と呼び掛け､これは

単なる祈りの決まり文句にとどまらず､ミ-ノースにとってほゼウスが実の父

であるO そしてテ-セウスがミ-ノースに対する意見を言っただけなのに対し

て､ミ-ノ-スはまずゼウスに向かって､もしも自分をフェニキアの女がゼウ

スの子として生んだのならば､その証しに雷を落とすように願う｡一方テ-セ

ウスにはもしもトロイゼ-ンのアイトラーがポセイドーンの子として生んだの

ならば､これから投じる黄金の指絵を深い海から拾って来るように命ずる｡こ

こでもまた両者の家系が語られている｡この発言の直後にゼウスは自己の息子

ミーノースの求めに応じて雷を落とすが､これに対する船上の人々の反応は何

も表現されていない｡このあとミーノースは高い空に手を揚げて短いせりふを

WestMouoE'uv TEKCXiふY入ぬ るふダ'Aq'po8iTrlくとある｡
21.Stern,<(TheStructure.IBacchylid｡S,Ode17》,in:RBPh45,1967,43がそう言っている.求.

F由hrer,FoTmPTOblem-UntersuchungenzudenRedenl'ndeTfhihgn-echlschenLyr1-A,Mi主nchen1967,

107はこの発言を戦争の演説と分類している｡

3tA入iou TEY叫β両xd入uo∈再 TOP(50)の主語は O.vox,in:i,･n･cagreca,aCU㌢Adlど.DeMartin｡e
0.Vox,1,Bari1996,476や H.Maehler,Dl'eLl-ederdesBakchylides,2,Lelden-NewYork-K8!n

1997,194の言うとおり､テ-セウスであるoLかL H.Garci/aRomero,BaQul'Jl'des.Odesy

fTagmentOS,Madrid1988,166や J.Duchemln-LBardollet,Bacchyll'de.DjEhyrambes-gplnl'cl'es-
FI･agmentS,Paris1993,32などはミ-ノースが怒るとしている｡
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述べ､父ゼウスからの贈物の雷をはっきりと見ただろうから､今度はチ-セウ

スがその父ポセイドーンの助力を受けるだろうと言って､海に飛び込むように

求める｡ここでも三度めに両者の家系が引き合いに出されている｡ほかにも 15-

16宥めのせりふではない地の文でデーセウスはパンディーオーンの子孫と述べ

られているが､表向きパンディーオーンの息子アイゲウスの子でもある4｡ミ-

ノースはここでテ-セウスがポセイドーンを父とするのかどうか疑っているO

デーセウスほためらいもなくすぐ海中に飛び込み､ミ-ノースはこのことに 驚

き､二度と戻って采ないであろうと想像するOミ-ノースはこの詩の中で否定

的な人物として表現されていてS､ゼウスに雷を求めて待ち受けただけなのに対

して､テ-セウスは強要されたとはいえ主体的に自ら海にはいる｡運命が別の

道を取らせるが､別の道とはミ-ノースから見てのことであり6､さらに海中の

デーセウスにはミーノースを含めて船上の人々にとっても聴衆にとっても予想

外の出来事が展開する｡このあと船は進み続け､その上に残されたアテネの少

年少女は不孝な状況を思って落涙するが､ここはテ-セウスのいない場面であ

る｡

この詩は 96宥めを境にこっに分･かれるとみなすのが妥当であり7､前半はア

テネからクレタ島に少年少女を連れて行く船の上でのテ-セウスとミ-ノース

との争いからなり､97行め以下の後半はテ-セウスが海中で体験した出来事と

そこから船への回帰を扱っている｡この詩の前半においては表現が過剰でおお

げさであるが､後半では行橋的な表現が見られ,踊るネ-レウスの娘とアンピ

トリーテ-との女性的世界が現れる80 この詩は全 132行中三分の一以上の 49

行をデーセウスとミ-ノースのせりふが占めているが､それは前半のみに位置

4 ァイダウスはトロイゼ-ンのピッテウスのもとにやって来てその娘アイトラーとともに寝て､

同じ夜にポセイドーンもこの女性と交わった (Apollod,Bl'b1.3,15,7).こうしてアイトラーから
テ一七ウスが生まれた｡なお同じ詩人の第 18番の詩はコロスとアイゲウスとの対話だけからな

り､この人物はテ-セウスの英雄的行為についての伝聞を語っているが､聴衆に向けてこのアイ

ゲウス自身がその父であることを前提に作品が出来上がっている｡

5A.Villarrubia,<<MinosyTeseo.An孟IisISdelaodaXVHdeBaqul'lides》,ln:Habl'S21,1990,22が
指摘している｡

6L.K畠ppel,Pal'an.Studl'enzurGeschl'chteeinerGattung,Berlin-NewYork1992.170,n.55参照｡

7G.工eran6,<{tlditiramboXVIIdiBacchilideelefesteapollineediDelo》,in:QS30,1989,161の

分け方によるoLかLG.W.Pieper,<'ConflictofCharacterinBacchylides'Ode17》,in:TAPhA103,

1972,398は 81宥めを境としているOまた L T.PearcyJr.,<<TheStructureofBacchylides'
Dithyrambs》,in:QUCC22,1976,93-94は1･23行めと24-116行めと119･132行めと三分割し

ている｡
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し､後半にはせりふがなく､前半の論争から一転して穏やかな状況が繰り広げ

られる.チ-セウスが海に飛び込むと､周辺にいるかが集まって来て､馬に乗

るようにいるかに乗り9､ポセイドーンの宮殿に到着する｡ところが最初から最

後までこの神自身は現れない｡テ-セウスはまずそこでネ-レウスの娘の体が

火のように輝き､髪の毛には黄金の髪飾りを着けていて､しなやかな足を周い

て喜びながら踊っている様子を見て驚く｡その後父ポセイドーンの妻であり牛

の目をしたアンピトリーテ-と館の中で出会い､この女神はデーセウスに紫の

外套を着せ掛けるが10､これはポセイドーンが準備していた贈物であるとも､ア

プロディーテ一に由来するとも推定できる.さらにデーセウスの豊かな髪に非

の打ち所のない寄薮の花の黒っほい冠を被せるが､これはアンピトリーデー自

身の婚礼の際にアプロディーテーが贈った蕎薮の花の冠によって飾られた黄金

の冠である11｡これまであまり重視されていないが､この詩の後半の中でもテ-

セウスの海中での物語は静寂な幻想的な世界が展開し､とりわけアンピトリー

チ-との避蓮の場面は美しい箇所である12｡沈黙の中で女神が英雄をもてなして

8J.Stern,(n.2)45による｡

9氏.Janko,'<PoseidonHippiosinBacchylldes17》,in:CQNewSeries30,1980,258がそう言って

いるが､すぐあとにncnp玩 hTTiou(99･100)という表現がある｡

10かdvQ(112)に関して editioprlnCePSの F.G,Kenyon,ThePoemsofBacchyljdes,London1897

は理解不能とみなしているが､ド.Blass,BacchylidisCa'mlnacum fTagmentls,Lipslae19043 は

apparatuscriticusにおいて何らかの衣服を意味しているが全面的にはわからない単語と記して

いる｡K.Latte,(くRandbemerkungen,7'〉,in:Phjlologus87,1932,271-272==Klel'neSchTl'ftenzu

Rell'gion.Recht,Ll'teraturuDdSprachederGrjechenundH6mer,Miinchen1968,708-709はヘ-

シュキオスのt'入∪岬 の説明の中の KC<;78I(udTIOV KCX‖1dkJVlsicjを挙げた上で麻の外套とみなして

いるo F.衣.Adrados,DicclOnarioGJづego-Espan-01(DGE),1.Madr･id1980,S.V.a.-.dvでは麻の衣服

としてバッキュリデースのこの箇所から収録している｡これに対して a.Gentili,<くIlditirambo

XVIISn.diBacchilideeilcratereTrleaSedaRuvo(CVA,RobinsonII,tav.31-2)》,in:ArThClass6,

1954,123-124は房飾 りの付いた肩掛けと言っている0-万 G.∫.Giesekam,<<SomeTextual

problemsinBacchylidesXVII》,in:CQNewSeI-1es27,1977,252･253はこの箇所について赤らん

だ顔の下半分を抱 き締めると言っているOさらに J.S.LassodelaVega,<くNuevasRotasa

Baquilides》,in:Ml'nerva2,1988,115は海の緑で抱くとしている｡この詩人自身 18,52xITLBvcx

nopq'JpEOV と衣服を表現していて､さらに Sim.543,16-17Pagenop甲UP毎 ‥.x入ctv言81と類似し
た例があり､ここで &岬維0人帥 &.ldvoTTOPq'UPgOVと述べていて､また 124行めで全身が神の鰭
物で輝いているので､やはり外套を着せるとみなすべきである｡

11本文では冠が費金製とは言われていない｡B,Zimmermann,DjthyI-ambos.GeschichteeJ'LleT

Gattung,G6ttingen1992,78は黄金の冠と言っているが､H.Maehler,(n.3)2,204の言うとおり

蕎夜の花で飾られた黄金の冠であろう｡Il.22,4701472ではアプロディーテ-がヘクト-)i,と

の結婚の際のアンドロマケ一にベールを贈った｡

12H.Fr畠nkel,DichtungundPhllosoplu'edesh7ihenGn'echentums.lNewYork195111Miinchen19693,

516はこの詩について論じたあと､バッキュリデースの作品全般に独自の価値がないと言って

いる.しかしこの種の Ps:Long.DesubJ.33,5に代表されるような古くからある見解に貯して J.

Stern,くくAnEssayonBacchylldeanCrltlCISm)),in:Pl'ndarosundBakchyljdes,hrsg.vonW.M.Caider
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贈物を授けるのであり､テ-セウスはあたかもポセイドーンとアンピトリーテ

-の間の息子であるかのように扱われる｡テーセウスの母は当人自身 34宥めで

ピッテウスの娘と､ミ-ノースも59行めでアイトラーと言っているが､父の妻

であるアンピトリーテ-の振舞はまるでこの女神がテ-セウスの母親であるか

のような印象を与える｡なおアンピトリーテ-もネ-レウスの娘であるが､他

の陽気に踊っている少女と厳かな成人のこの女神との間には歴然たる相違が見

られる｡

この詩の中の物語はキュプリスからの贈物である少女の魅力に動かされたミ

-ノースがその頬に触れることによって始まるOそしてアンピトリーテ-が義

理の息子であるテ-セウスに蕎夜の冠を被せるが､これはその結婚の際にアプ

ロディーテ-から贈られたものであり､さらに結末近くでこれが外套などとと

もに人々を驚かせる｡すなわちこの詩の重要な物語は愛の女神であるアプロデ

ィーテ-からの贈物によって始まり､同様の物によって終わる13｡しかしいずれ

の箇所でも人の心に密かに忍び込む牧滑をアプロディーテ-は直接登場しない｡

とはいえこの詩の重要な主題はアプロディーテ-の愛であり､テ-セウスの潜

水は愛の初心者が愛の中に飛び込んで行くこと14を意味していて､詩の中には愛

に関連する表現が散在している150 またアンピトリーテ-がテ-セウスに着せ掛

ける外套の色は紫であるが､アナクレオ-ンによればアプロディーテ-自身が

紫の衣服を着ている16｡そしてアンピトリーデーが被せる冠の蓄夜の花は愛と閑

ⅠⅠIundJ.Stern,Darmstadt1970,290-307 はこの詩人に新たな価値を見出そうとしていて､G.

Ieranb,(n.7)157-183 も同株の傾向にある.

13R.Scodel,''ThelronyofFateinBacchylides17》,in:Hermes112.1984,141参照｡C.G.Brown,

<(ThePowerofAphrodite:Bacchylides17,loヵ,in:Mnemosyne44,1991,335の言うとおり､アブ
ロディーテ-はテ-セウスの支援者であり､ミ-ノースの敵である0

14Anacr.94Gentili- 376Page&pOgk 8rlGTP&TTも∧∈uKdBoくlTTEITPnく 圭くnO入l占vKG岬 に0人uuBE'O

岬日払vEPuTt参照.

15G.王eranb,(n.7)162,n.21が指摘していて､具体的には匝 TdvuP0くKdpo(31-32)と長pQVVdv...

画 oく(42-43)と桓 TOToN …8旬o暮く(110･111)と卓pα丞 dTTi(129)といった形容詞を用いた表現が

あるOまた p画 oQ(31)及び TT入C& Too(35)という語が用いられているOその半面で確かにこの

詩の中にはテ-セウスに い【VE'KTUITTOVHl)と xcx入KOO(ム画 KCXl(14-15)と apE'TOIXPOく(47)という

ように戦士の特性を示す表現がなされていて､ミ-ノースには no入組cxpxE(39)と LJEVeTTTd入Epく

(73)と oTPmOYE'1･cN(121)と類似した語が用いられていて､さらにアテ-ナ一に r車‡入叫OiyJSoく

(7)と､ゼウスに L'EYQ入ooOEvgく(52)と L'EYQ入ooO〔V舶 (67)と形容詞が付されているように､

逆に戦争を連想させる単語も用いられているが､海中の場面ではそのような語は用いられていな

い ｡

16 Anacr.14,1･4 Gentilュ= 357,1-4PageTovo乞.中 るcwa入rl了 EPくJく IKOiNJ岬0-KUOVdn一転 I

TTOPやUPgrlで Aq'po8両 ‡oupT'戒 ouoNとある.
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達し､この花はアプロディーテ一にとって神聖である17｡作品の効果はその続き

の知識に関わっている点もあり18､この詩は聴衆にテ-セウスの将来の恋愛をも

想像させる｡この詩の物語のあとテ-セウスは一行とともにクレタ島に着き､

アリアドネ-との恋愛に陥り､その助力によって迷宮の中のミーノータウロス

を遇治して､それに捧げられるはずであったアテネ人の少年少女を救う｡この

ように詩の中に言及されていない続きの物語においても愛は重視されている｡

ミ-ノースが生費の少年少女を引き取りに自らアテネにやって来て､この人

物と争い海中に潜るテ-セウスの神話は文献としてはほかにバッキェリデース

よりはるかあとの時代の僅かなものにおいてしか伝わっていない｡パウサニア

ース (1,17,3)はアテネのテ-セウスの神殿にあったミコーン作の絵画の内容

を伝え､そこではテ-セウスは指輪とアンピトリーテ-から贈られた黄金の冠

とともに海から帰って来た.一方ヒュギーヌス (Astr.2,5,3)はこの神話を概

説的に語っているが､その結末においてテ-セウスほネ-レウスの娘たちから

ミ-ノースの指輪を受け取り､ウェヌスから,%始の贈物としてもらった沢山の

宝石で輝く冠をテテイスから受け取るが､異説として冠をネプトウ-ヌスの妻

から受け取ることが挙げられている｡なお両者ともテ-セウスが外套を着せ掛

けられることには言及していない｡しかしテーセウスがクレタ島に行き､アリ

ブドネ-との恋愛が生じ､ミ-ノー タ ウロスを退治するという伝説は古 くから

あった190この詩の前半はクレタ島に少年少女を連れて行 く船の上でのテ-セウ

スとミ-ノースの争いからなり､後半はテ-セウスが海に潜り義母のアンピト

リーテ一にもてなされる話からなり､それぞれ磯立した物語であったこの両者

17C.segal,<'TheMythofBacchylides17:HeroicQuestandHeroicIdentity》,in:ETanOS77,1979,

32-33=AglaJa.ThePoetryOfA1cman.Sappho,Plndar,Bacchylldes,andCon'nna,Lanham1998,
303参照｡パウサこアース (6,24.9)は蕎猿と銀梅花がアブロディーテ一にとって神聖である

と言っている｡Meleagr.Anth.PaJ一5,136,58oKPJ引q'一入ipcxo70V.iaoJ.i,dSovまた 5,147,4m入托u

KdqM入ipcxoTClbd8cRとあり､菩夜の花は愛する人を愛する物であるo

IBA.Scodel,(n.13日 42がそう言っている｡たとえばこの詩人の第 5番の詩はその中の神話の部

分で冥府においてのメレアグロスと生きているへ-ラクレースの出会いを題材にしていて､前者

は過去の英雄的行為のカリュドーンの猪狩りとその際の自己の死を述べ､これに対してヘ-ラク

レースは死んだこの人物の家に未婚の女性がいたら自分の妾にしたいと言い､メレアグロスは妹

のデーイアネイラのいることを告げるOこのへ-ラクレースとデーイアネイラの結婚は本文中に

表現されていないが､これを聴衆は想像できる｡

19失われた叙事詩 rキュプリアjではネストールがテ-セウスとアリアドネ一について言香って

いた (procl.ChTeSLp.40Bernabi=p.31Davies)O
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をバッキュリデースが一つにまとめたようである20｡これに際して指輪の物語は

詩人が意図的に付け加えたと推定される21.しかしそれにもましてアンピトリー

チ-がテ-セウスに外套と冠を与えたことこそ､たとえこの詩人の創作ではな

いとしても､一層重視すべき点である｡また詩人は愛の主題が作品の全体を貫

くように工夫している｡

117-118行めの神々の定めることで賢明な人間にとって信じがたいことは何

もないというのはこの詩の中で最も格言らしい格言であり､前後のそれぞれ神々

に由来する驚くべき現象を詩の結末近くで結び付けている22｡テーセウスが海中

で体験した出来事は船上の人にとって予想外のことであり､海から濡れもせず

に出て来て船の上に現れ､体に女神からの贈物を着けて輝いていることは聴衆

にとっても驚きであり､この格言はネ申請に対しての詩人自身の発言でもある｡

この詩にはほかにも格言に近い表現があり､なおかつ 24-28宥めで画 pOとoToo

が､46行めで 8坤岬lvが､89行めで PoTpoがそれぞれ物事を定めると述べら

れていて､おのおのの箇所で内容の切れ目を繋いでいる｡ここでも 8軸 ovEくが

定めるが､この格言にはデーセウスの活躍する舞台が海中から突然船上に移る

ことを円滑に繋いで表現する機能もある｡

テ-セウスが船に戻って来たあと､船上の 7人の少女は新たな喜びに声を上

げ､そばにいる 7人の少年も愛らしい声で歌う｡しかしこのことに関しては海

にいるネ-レウスの娘が歓声を上げ､船上の少年少女が歌うという別の解釈が

あ り23､ これがかつての通説であったoすなわち 124･125 行 めの

占Y入odOpovol."KOGpo‡が 101･108行めに出るネ-レウスの娘を汚すという説と､

船の上のアテネの少女を汚すという説とがあるO従来からある第-の見解では

まずふY入odOpovo<というさほど用いられない形容詞はay入o東 とopdvoくとの合
成語と判断され､神や高貴な人物を修飾するとみなされ､それがネ-レウスの

20G.Ieranb,(n.7)161やほかの学者の推定である0

21氏.Wiist,《DerRingdesMinos.ZurMythenbehandlungbeiBakchylides》,in:Hermes96,1968,533

はそう言っている｡

22J.Stenger,PoetjscheArgumentatl･on.DieFunkt''onderGnomikin
Berlin-New York2004,78-80参照O詩人はここで amoTO>

?pEVOapcnqβpo･TOTくと言っているが､3,57･58amoTOVOJ8主V.8 T'

似の表現があり､両方ともに接続小辞省略が見られるoPin°.Pyth.

である｡

23最近では R.Scodel,(n.13日 38や G.Ieranも(n.7日 73や B.
124S.Sn,MJ',in:MCI･25･28,199011993,39-41が主張しているO

7
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娘に当たるとされる｡また oJV∈JOu函 V【oKITiT(や(125-126)については海中で

楽しく踊っていたネ-レウスの娘がテ-セウスの船に戻ったのを見てあえて再

び喜ぶと捉える｡こうしてd'入る入滅ov(127)の主語がネ-レウスの娘とみなされ

て､さらにそのあと海がざわめく (127-128)が､ネ-レウスの娘の歓声が反響

したと考えられる｡最後にその近くの船上で少年少女が歌うとみなされる｡

舞二の見解では 毎 入cEdOpovoくという形容詞が必ずしも高貴な人物や神のみに

とどまらず神話上の人物全般特に少女をも形容するとみなし､船の上の 7人の

少女を修飾していると判断する24｡そもそもこの語は神話上の人間及び神にしか

係らない｡この合成語の前半を構成する dyAo東 という形容詞がこの詩の中に 3

度現れ､抽 入oo玩…KO毎ouく(2)と14人の船上のアテネの少年少女に､&Y人品 >‥.

yubv(103-104)とネ-レウスの娘の体の修飾にそれぞれ用いられているので､

その合成語 も両方を形容する可能性があり､さらに Tdv8gxpJo【ov x引P玩

毎 入oる∨…KdoPOV(61)とミ-ノースの指輪を修飾している｡ しかし合成語の後

半は opdvoくではなく､OpdvcR(複数形)とみなすのが妥当であって､全体とし

て服に美しい花の刺繍をしたという意味であり､この点からも特に神と高貴な

人物だけを形容すると判断すべきではない｡この複合形容詞はピンダロスが 01.

13.96MolooLく…dy入ooOpdvolくのほか､Nem.10,1血 vooG.Td入Ndy入ooOpdvuvTE

TlgVT毎ovTC" OPavとも用いている25｡ダナオスの 50人の娘は確かに王女という

身分ではあるがあくまで死すべきものである点､及び船上の 7人のアテネの少

女は必ずしも高い身分ではないにしても神話上の人物である点を重視して､バ

ツキュリデースはこの形容詞で生繁として捧げられるはずのアテネの少女を修

飾していると考えられる260 また KOGpcn という名詞については別な語形を含め

24C.calame,I.esChだUrSdejeunesIl'llesenGrさceaTChalque,1,Roma1977,149や D.E.Gerber,

くくBacchylユdes17,124129'',ln:ZPE49,1982,3-5や L.K紬pel,(n.6日 74･177の意見であるOな
お H.Maehler.D''eI,iedeTdesBakchyJl'des,1,2,Leiden1982は 14B,1tEoTioxpuodOpov(∈)の注
釈において第-の見解を採っていたが､op.cjt.,2,1997,ad17,124-5において第二の見解に修
正している｡

25 なお B.Snellはpae.3,1･2ay入odlOpovoiTgO叫〕voiXdp汀∈【く]と補綴しているが､これは最近

の校訂本 pl'ndaro.Ipeani,acuradiG.Bona,Cuneo1988でもpllndaTICarml'nacumfTagmenlis,2,

ediditH.Maehler,Leipzig1989でも採用されていない.

26 R･Merkelbaeh,'<ふ7人odOpovoく'',ln:ZPE ll,1973,160- Phlllolog)･ca.Ausge､mi'hlteKle'･ne

schrl'ften,Stuttgart-Leipzig1997,311-312はこの語の意味を衣服の上にすぼらしい花の刺繍を

したとみなし､合成語の後半を opdvoと判断して､バッキュリデースのこの箇所についてアテ

ネの少女を修飾していると解釈していて､合成語の類例として no暮K一入60povoくと 達JOpovoqを挙

げている｡恐らくこの論文に従って F.氏.Adrados,DGE,1,1980,S.V.ay入cdOpovoqはこの語を
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てこの詩の中でほかに 3度用いられていて､KOJpouG(3)は男女両方の船上の少

年少女を表現していて､N〔pらoG …Kdp粥 (103)はネ-レウスの娘であり､この

125行めの場合にも船上の少女とネ-レウスの娘の両方を意味する可能性があ

り､さ●らに ¢oiVlKOく … Kdpcx(32)とエウローペ一について述べられているO そ

してoJVgJOu函 >∈oKTiTく示125-126)に関してはテ-セウスが海に沈んで9率96

行めで落涙した船の上の少女が帰って来たこの英雄を見て新たに喜ぶというよ

うに判断する｡i)局 入滅ovは人間の女性や女神が特に神に対して声を上げるとい

うことであるが､ここではテ-セウスが神々からの贈物の紫の外套と蕎蕨の冠

を身に着けて海から濡れもせずに帰って来たという文脈から､船上の少女の歓

声が神的な表現で述べられている｡また海に少女の歓声が反響したのではなく､

ポセイドーンの意向によってそのとどろきが生じたのであり､71宥めのミ-ノ

ースの求めに応じて落とされたゼウスの雷と対比することも可能なので､強い

て言えばこれはこの神がテ-セウスの本当の父であるという証しになるとも考

えられる｡詩人は意図的にポセイドーン自身を登場させず､結末で海の神によ

ってなされた行為を表現しているようである｡少女に対応して､醐goI‥.V童o暮

TTO'dv'tov(128･129)は少年が声を上げて歌うとみなすことができるO岬EO'と

いう語は 43行めと93宥めではいずれも男女両方を意味しているが､ここでは

男子のみを指す27｡TfCmdvかVはパイア-ンを歌ったという意味であるが､少女

が歓声を上げたことをd)入6入滅 cN と言ったのに対して､少年も神聖に歌ったよう

に表現されているOこの第二の説に従って､ネ-レウスの娘についての再度の

言及はなく､船上の少女が歓声を上げ､少年が歌うとみなすのが妥当である｡

この詩は言語の豊富さや活き活きした描写などからバッキュリデースの作品

高価な花の刺繍をしたという意味に探り､少女と女性の神格とについてと補足していて､ビンダ

ロスの 3箇所 (前注をも参照)とともにバッキュリデースのこの箇所を挙げていて､KOG岬 が

ダナオスの娘を指すと明言 しているが､opdvovを参照するように示 している.H.Frisk.

GriechjschesetymologischesW6Tterbuch,1,Heidelberg1960,S.V.epdvoにこの合成語は記載され

ていないが､別の合成語として T70-K-1dOpovoくと xpuo60povoqと &PyupdOpovoくの例が挙がっ

ているoなおこの合成語と必ずしも密接な関連性はないが､Tyrt.617,28Gentilト Prat0-10,28

west6q'plgp0両く砕rlくdy入cxe'Vaveoく加 という表現があるOまた W,B_Henry,Pindar'sNemeans.

ASeIectlon,Miinchen-Leipzig2005,adNem.10,1のように合成語の後半をepdV｡くとみなした
上でこの箇所の語句をアテネの少女と解釈する見解もあるが､この学者はこれらの合成語が伝鋭

上の女性及び女神を修飾していることを適切に指摘している｡

27 ここでは KOGpo暮と榊 【o暮が男女を対比しているが､さらに明快な例として IJ.18,567

･TCPOEVIKCX絹 とKCX日揮EO'と Il.18,593車e∈oHd nopOe'vO-と I1.22,127-1286{Tgn呼Oivoく

申8涙 7日 ncpOgvoくNlO攻 7寸と od.ll,38vJ岬C"79fl子鮎oiTEがある｡
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の中で傑作と言える28｡また物語の一貫性が明確に見て取れ､叙事詩の原則のよ

うに時間の進行に従って物語が進んでいて29､ここではピンダロスのエビニーキ

オンに見られるような時間の進行と大胆に逆転する神話の叙述法は用いられて

いない｡敵役ミ-ノー ス と重要な脇役アンピトリーデーなどが次々現れる中で､

チ-セウスが主役を演じ､船上から海中までほぼ大部分にわたって登場するよ

うに措かれている｡この詩においては同一の語や類似した表現が繰り返されて

いて､対語や頭韻が用いられもしている300 さらにこの詩の中では神話が流麗に

記述されている｡具体的に例を挙げると､エリポイアは一度だけ名前が示され､

チ-セウスとミ-ノースの論争の原因となるが､あとは他の少女の中に埋没し

てしまう.またテ-セウスはポセイドーンの館に連れて行かれるが､そこにこ

の禍は現れず､その婁アンピトリーデーが応対する｡あるいは海に飛び込んだ

チ-セウスはいるかに連れられていたが､帰路はいるかに乗っているのか単独

なのか述べられていず､突然濡れもせずに船に戻って来るOそしてデーセウス

ほそもそも直接の動機としてはミーノ-スの指鶴を拾うために海に飛び込んだ

が､その後これについての言及はないOこういったことが一見不自然ではない

ように叙述されている｡この詩においては前半の争いや悲しみに対して後半の

穏やかさや喜びが対照的に表現されているが､前半はイーリアス風と､後半は

オデュッセイア風と呼ぶことができる31｡アプロディーデーに促されたパリスに

よるヘレネ-の誘掛 こよってトロイア戦争が始まったように､キュプリスの贈

物によってミ-ノースとの論争が始まり､そのような状況においてテ-セウス

は､テ-レマコスがその父オデュツセウスを捜しに出掛けたように､父ポセイ

ドーンの存在を求めて海中に潜り､結局その妻アンピトリーデーを通してアプ

ロディーデーからの贈物を受け取り､その愛に感化されて､船に戻って来る｡

愛はこの詩において重要な主題である｡一方ミ-ノースが指輪を海中から拾っ

て来るように求め､それ以後これについては触れられず､テ-セウスが持って

28C.segal,in:Eranos77,1979.23-Aglal'a295や E.Robbins,<くPubllCPoetry'',in:jiCompanl'on

totheGreekLyricPoets,editedbyD.E.Gerber,Lelden-NewYork-K6ln1997,286はそう言っ

ている｡

29E.W由st,(n.21)537の指摘による｡

30G.W.Pieper,(n.7)395-404が随所で指摘していて､A.Guzm孟nGuerra,''Funci6ndela§

repeticionesverbalesenBaquflides:1aestructuradelaoda17》,in:Habis7,1976,12･19はより詳

細に挙げているO本文中で論じた ふy入odくと KOGpoく及び Kdpqと埴 EOlなどのほか､たとえば

8tBpo(10､76､124行め)が繰り返しの一例であるO
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帰って来たのかどうか表現されていないが､作者は指輪のことを忘れたのでは

なく､それについてもう語る必要がないので､何も言わない｡

31C.segal,ln:ETanOS77,1979,36-AgIa1-a306･307がそのように言っている｡
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